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　1981年のASA総会はデキシーランドジャズで

有名なルイジアナ州のニューオリンズにおいて10「

月17日から21日までの5日間にわたり開催された．

会場にはヒルトンホテルと会議場リバーゲイトが

あてられた．会長はデトロイト，マウントサイナ

イ病院の麻酔科部長のE．M．　Brown氏が務め，

参加者は8，　228入と発表されている．この数には

会員のほかに婦人達，医療器機展示などに参加し

た人達も含まれているので，ASA会員は6，000人

ほどと思われる，ちなみにASA会員数は約13，000

人とされているので，約半数が参加したものと推

測される．筆者もASAの一会員としてアイオワ

から出席する機会をえたので，Refresher　Course

：Lectures，　Scientific　Papersなどについて感想

を綴りたい．

　1．　Refresher　Course　Lectures

　この講義はASA恒例のもので，日本麻酔学会

の教育講演のようなものといえるが，17日（土）

と18日（日）の8：30amから5：15　pmにかけて，

84の講義が組まれている．2日間で1人が12の講

義をとれるわけで，あらかじめチケット（1講義

2ドル）をASAの事務局から講入しておく必要

がある．今回の講義の内容は表1に示すとおりで

あり，○印は筆者が聴講したものである．この表

からも理解できると思うが，現在米国ないしカナ

ダで活躍しているその道の大家が一同に集まって

いる．これだけの内容の講義はASA以外ではえら

れないものといえる．したがって筆者の受けたど

の講義も大入満員の盛況であった．これからASA

のBoard試験を受けようとする者にとってはと

くに大切なもののようで，会場ではメモを取った

り，会場での録音は禁止されているはずなのにテ

ープをまわしていたりで，居眠りしている姿は眼

につかなかったと記憶している．この講義を3つ

以上申し込んだ者には84の講義のサマリーが収録

されている400頁ほどのテキストが無料で与えら

れる．会場に設置されたテキスト売場で5ドルで

購入もできる．このテキストは世界中のどの麻酔

科学の教科書よりもup－to－dateのもので，きわ

めて良くまとめられている．筆者の聴講したもの

からTinker氏の「心筋虚血を有する患者のリスク

評価」について簡単に紹介する．米国では年間60

万人が冠動脈疾患ないしこれに関連した合併症で

死亡している。毎年130万人が新しい心筋梗塞で

治療を受けている．400万人以上が1度は心筋梗

塞を経験している，4，000万人が冠動脈疾患を有

しているとも推測されている．したがって，麻酔

を施行する際に冠動脈疾患を有する患者に出くわ

す機会は非常に多いことになる．というepide・

miologyからはじまり，手術や麻酔に関係する心

筋梗塞の頻度（以前に心筋梗塞の既往の有する場

合）6％であること，この数値は1964～1980にか

けて発表されたいくつかの論文で一一・Stしている．

以前に冠動脈バイパス手術を受けている患者では

種：々の手術に際して術前から術後にかけて再梗塞

は報告されていない．このことは冠動脈バイパス

手術は一一種の「survival　test」といえるかもしれ

ないし，この手術の有効性を示すものと判断でき

る．一方，1万人の眼科の手術を局所麻酔で行っ

たという報告で，195人は以前に明らかな心筋梗

塞を経験しているにもかかわらず，再梗塞は1例

もなかった．局所麻酔は全身麻酔よりも安全とい

えるのだろうか？手術時間の長さ，年齢，手術の

種類，糖尿病や甲状腺疾患の有無などの複雑な因

子も関与している．Propranololの有効性，術後

の低体温や疹痛の影響，術前の心機能の把握と話

しがすすみ，ごく最近の報告（RaoとE：L　Etr，

1981，55th　Cengress　Int．　Anes．　Res．　Soc．発

表）では，心筋梗塞3～6ヵ月後と3ヵ月以内の

再梗塞発生率はそれぞれ3．4％，7．　8％であり，後
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者の死亡率は5，3％である．この発生率の低下は

術後の循環動態のモニタリングとICU的治療にあ

るとしている．Can　we　do　better？と自らにも

問いかけて，結ばれたこの講義は実に感銘深いも

のであった．

　2．　Scientific　Papers

　392の一般演題が採用され，このうち口演発表

は365，ポスター発表は27であった．これらの

発表は19日，20日，21日の9：00am～5：00　pm

に行われた．約1，200題の抄録から14人の　Co－

mmitteeと90人のsubcommitteeにより選ばれ

たものと聞いている．Subcommitteeは11セッ

ションにわけられ，比較的若手の会員から選ばれ

ている．それぞれのセッションでA（yes），B（may

be　yes），　C（mayもe　no），　D（no）とランク付け

され，各セッションのchairmanが集計して決定

するそうである．審査は公平なものと聞いてはい

るが，採用すべきかどうか迷う場合には，施設や著

者名を参考にすることもあり，外国からの論文は

歓迎されるそうである．今回も，日本から8演題

が採用されていた．これからも日本からの参加は，

日本の麻酔科学のレベルを知ってもらうためにも

大切なことと痛感した．循環　　67（うちポスター

4），救急医療一42（1），医療器機，モニタリング

など一31（3），局所麻酔と疹痛一32（2），代謝

と制御一24，神経筋一25（2），神経科学と麻

酔作用一76（4），産科と新生児学一27（2），小

児麻酔　　16（2），教育一11（4），呼吸一37（1）

といった内訳であった．これら392演題の抄録は

Anesehesiology　55（3A）に収録されているので

参照されたい．10分の発表と5分の討論であった

が，それぞれの座長は良く発表の内容を知ってお

り実に適切な質問やコメントをしていたのが印象

的であった．

　3．　Panel　Discussiens

　1）余剰麻酔ガスの問題　2）観血的モニタリ

ング，3）麻酔のまれな合併症，4）人材の変化

と麻酔業務における影響，5）救急医療における

新しい進展，6）気道確保の困難な症例の管理，

という6つのパネルが19～21日の午前と午後にそ

れぞれもたれた．筆者は2）と5）に参加したが，

参加者はrefresher　course　lecturesに比較する

と実に少ないものであり，中途から席をはずすも

米国麻酔学会総会に出席して 119

のも少なくなかった．観血的モニタリングについ

て若干触れることにする．座長はUCLAのRL

Katz氏が務め，①Cardiovascular　monitoring

（HJC　Swan），　＠lntensive　invasive　monitori－

ng　of　the　respiratory　system　（DD　Glass），　＠

Invasive　monitoring　of　neurosusgical　patient

（HM　shapiro），　＠Invasive　monitoring　in　the

operating　room　a　Deangelis），　＠lnvasive

monitoring　of　the　obstetrical　patient　（SM

Shnider）の5人の演者が30分ずつの講演を行い，

30分が討論にあてられた．このうち筆者の興味を

引いたのは①と③であり，多くの聴衆も同じよ

うで③が終わると会場は一段とさびしさを増し

ていた．①のSwan氏はもちろんSwan－Ganzカ

テーテルのSwanである．　Swan－Ganzカテーテ

ルの歴史から始まり，その臨床応用，えられる情

報の処置，合併症にいたるまで，理解しやすい講

演であった．氏の話しぶりはこれまでに何十回と

なくこの講演を重ねてきたことを思わせたし，診

断的心カテ検査がアイオワ大学病院で始められた

ことを知っていた筆者にとっては，その歴史はと

くに興味深いものに感じた．氏の現在勤務してい

るCedars－Sinai　Medical　Centerにおいて術前

の患者｝z　Swan－Ganzカテーテルを使用する頻度

は，想像していた数字よりも低いものであった．

開心術では成人（95％），小児（30％），血管手術

一胸部（100％），腹部（60％），高齢者の一・般

外科（15％），整形外科の大手術（10％）といっ

たところである、合併症も皆無ではないし，

Swan－Ganzカテーテル使用の利点とリスクを判断

して使用すべきであるとする氏の考え方は，大き

な教訓にひびいた．

　4．　Breakfast　Panel　Piscussions

　19日，20日の7：00amから1時間15分にわた

り，朝食を取りながらのパネルである．1日に3

つのパネルが組まれ，選択することができ，チケ

ットは5ドルであり，予約制であった．19日は，

＠Section　on　Anesthesia，　American　Academy

of　Pediatrics主催の　「Blood　Volume：Infusi・

ons　and　Transfusions　in　lnfants　and　ChildrenJ

（TW　Striker座長），②American　Society　of

Regional　Anesthesia主｛崔：の「Cardiovascular

Effects　of　Local　E．and　Regional　Anesthesiad
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（BG　Covino座長），③Society　of　Critical　Care

Medicine主催の「Brain　Resuscitation　：　Where

Do　We　Stand　Today　？」（RR　Kirby座長），20

日は，①Society　of　Cardiovascular　Anesthe・

siologists主催による「Controversies　in　Cardio・

vascular　Anesthesia」（JH　Tinker座長），②

Society　of　Neurosurgical　Anesthesia　and　Neu－

rologic　SupPortive　Care主催による　「lntrac－

ranial　Aneurysms」（J　Matiasko座長），③Society

for　Obstetric　Anesthesia　and　Perinatology主

催の「Questions　and　Answers　about　Obstetric

Anesthesia　and　PerinatoIogy」（MH　Plumer座

長）であった．筆者は19日の，③と20日の，①

に出席した．前者では予想どおり，バルビツレt一一・・

トコーマがテーマであり，東海岸のピッツバーグ

からのBleyaert，西海岸のUCサンディエゴの

Shapiroがそれぞれ現況を報告していたが，脳蘇

生に対するバルビツレートコーマに干しての結論

は出されなかった．後者では開心術，血管手術に

おいてPAカテーテルは使用すべきかどうか？，

冠動脈疾患を有する患者に対する麻酔薬として麻

酔が吸入麻酔薬か？この問題に関しても到底結論

は期待できるものではなかった．早朝であること

もあり，比較的若い人達の参加が目立っていたし，

パネル側も若手で占めていた．このような企画は

短い会；期を有効に利用するひとつの方法と思われ，

日本の学会でも試みて面白いものではないかと感

じた．

　5）　そ　の　他

　この他に，9つのワークショップRovenstine

記念講演（ES　Siker一「a　Measure　of　Worth」），

Lewis　H．　Wright記念講演（WB　Bean一「The

Dangers　of　Precocious　Discovery：　Anesthesia

and　the　Civil　War」）がもたれていたが，時間の

都合で筆者は聴講できなかったので，残念ながら

何もコメントがない．

　この学会には開会式もなければ閉会式もない．

8千人以上の参加者を一同に集められる場所がな

いせいもあろうか．しかしながら，20日の夜6：00

pm～9：30pmに組まれた「Jazz　Night　on　The

River」には，なんと参加者のほとんど全員が参

加したのである．これは世界最大のsidewheel

steam－boat「President」号でミシシッピー河を

写真1．「President」号と筆者

写真2．船上パーティに参加する会員の長蛇の列

写真3．船上でのジャズバンド演奏（a）

欝鱗
写真4．船上でのジャズバンド演奏（b）
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下るのである．4つのデキシーランドジャズバン

ドが同乗しての船上パーティである．酒類は実費，

食事代は25ドル，3時間半にわたり，ニューオリ

ンズジャズを十分楽しみながら，昔ながらの蒸気

船にゆられて，旧交を暖め，親睦を計ろうと企画

されたものである．筆者もここで10年前にボスト

ンで仕事した仲間に再会できたのである．世紀の

サッチモ（ルイアームストロング）を生んだニュ

ーオリンズ，ミシシッピー河なくしては今日のニ

ュー Iリンズはなかったともいわれる当地の強烈

な印象を，いやがうえにも8千人以上の会員の脳

裡に刻み込んだことは確かである．船上から見る

ニューオリンズの街の灯りは実に印象的であった．

これまでにASAにはアトランタ，ボストンと2

回，その他，いくつもの国際学会に参加してきた

米国麻酔学会総会に出席して 121

筆者であったが，これほど多くの会員が一同に，

しかも船上に集まったのを見たのは初めてであっ

た．ASAの組織の巨大さに対する認識を新たに

したしだいである．

　かつて，ASAの会長を務めたアイオワ大学教

授のMoyers氏はこの船上パーティの席で筆者の

肩を抱きながら「日本の麻酔学会は若いし，小さ

い組織であろうが，これからの発展のためには会

員が参加した後で何かをえたと実感できる学会を

開催することが必要であろう，その意味でRefre－

sher　Course　Lecturesや，このようなパーティ

は有益を思うが」と語ってくれた．

劔物　修
北里大学医学部麻酔科

Y
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